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Confirm RXのECGゲイン調整機能が不整脈診断に
有用であった3例
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は じ め に
植込み型心臓モニター（ICM）は原因不明の

失神と潜在性脳梗塞における心房細動（AF）検
出に対して適応で，ICMは従来の心電図検査に
比べAFの検出率が高いと報告 1, 2）されている。
また，遠隔モニタリング（RMS）にはエピソード
の即時性かつ有効性が示されていることから3），

ICMのRMSでの運用は，より有用性が高まる
と考えられる。さらに，Confirm RX（Abbott社）
のRMSにはECGゲイン調整機能（EGMゲイン
ビューア）にて波形の拡大，感度調整，キャリ
パー機能で1拍ごと詳細に確認できる機能が搭
載されている（図1）。今回われわれは，EGMゲ
インビューアが不整脈診断に有用であった3症
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図1 EGMゲインビューアはRMSレポートページ右下の表示ボタンをクリックすることで利用可能
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例を経験したので報告する。

1　症　例　 1
75歳，男性。
既往歴：なし。
現病歴：右半身麻痺の主訴で当院受診。MRI

にて脳に梗塞巣を認めた。動悸の訴えと左右に
散在する陳旧性ラクナ梗塞から，原因はAFに
よる心原生脳梗塞と考えられた。ホルター心電
図ではAFは認められず ICM植込みとなった。
植込み2ヵ月後，RMSにてAFエピソードが受
信された。P波は補足されず，RR間隔が不整で
一見AFであった（図2上）。EGMゲインビュー
アで確認するとP波が捕捉され，RR間隔も一定
であった。極性の違うP波が混在することでRR
間隔が不整となっており，AFの偽陽性と判別
された（図2下）。その後不整脈エピソードはな
く経過観察中である。

2　症　例　 2
62歳，男性。
既往歴：高血圧症，深部静脈血栓症。

現病歴：回転性めまいを主訴に当院受診。
MRIにて後下小脳動脈領域に散在する新鮮梗
塞が確認され，AFが疑われたが，ホルター心電
図では認められずICM植込みとなった。退院後，
RMSの定期送信波形にてRR間隔が不整の徐脈
が確認された。EGMゲインビューアで確認す
ると，P波と延長するPQ間隔，房室伝導の消失
が確認され，Wenckebach型房室ブロックと示
唆される波形が判別された（図3）。その後不整
脈エピソードなく経過観察中である。

3　症　例　 3
88歳，男性。
既往歴：なし。
現病歴：胸部不快感を伴う意識消失発作が

あり，原因精査目的で入院となった。入院中は
意識消失や不整脈の発作は認められず，ICMを
留置し経過観察となった。退院後1ヵ月，RMS
でのエピソードは就寝時の洞性徐脈が複数回と
上室性頻拍が1件のみで，失神発作に関連する
エピソードは認められなかった。その後，RMS
にてWide QRS頻拍のエピソードが確認された。

図2 通常の送信EGM（上）とEGMゲインビューア波形（下）の比較
波形を拡大することで，確認が困難であったP波が極性まではっきり認識できた。
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図3 通常の送信EGM（上）とEGMゲインビューア波形（下）の比較
キャリパー機能でPQ間隔を測定すると，徐々に延長しQRSが脱落。

図4 通常の送信EGM（左）では頻拍周期が不規則，EGMゲインビューアのキャリパー機能（右）で300msに
合わせ頻拍周期を確認すると一定であった。

サマリー波形では頻拍周期は変動しており，変
行伝導と心室頻拍の鑑別が必要であった（図4
左）。EGMゲインビューアで確認すると，先行

するP波はなく，頻拍周期は一定であり，心室
頻拍と診断された（図4右）。来院依頼し診察し
たところ，失神発作はなく無症候性であった。
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ICD植込みを検討したが，高齢であり，ICM植
込み時に比べADLの低下もあり，本人，家族の
希望で治療介入せずに経過観察となった。

4 考　　　察
心原性失神は失神のない患者と比較して死

亡と心血管系イベントのハザード比が2倍以上
であること 4，5）や，心電図所見の高リスク基準 5）

などが報告されており，ICMにおける正確な心
電図診断は重要であると考えられる（表1）。ま
た，Confirm RXはRMSにて全エピソードの送
信が可能であることから，植込み後 6ヵ月で
57％に不整脈検出が可能であったとの報告 6）が
ある。ただこの報告では，AF，Pauseは頻拍に
比べアンダーセンスやオーバーセンスによる偽
陽性が多い結果となっていた。

1例目，2例目において，EGMゲインビュー
アを用いることで医療従事者が偽陽性を排除
し，診断の正確性を向上できたと考えられた。

  

また，キャリパー機能で3例目のように頻拍周
期が確認できたことで，RMSにおいても外来
チェック同等の心電図診断が可能であったと考
えられた。Confirm RXのRMSは，送信器にス
マートフォンを使用している。送信器の持ち歩
きが容易となることで，エピソードの早期送信
と医療従事者の早期確認が可能であり 7），全エ
ピソードの早期送信とEGMゲインビューアに
よるRMSで迅速で詳細な検査が可能であるこ
とから，平時の外来間隔の延長を可能とし，
ADL低下による受信困難例や感染症パンデミッ
ク時，さらに医療経済面においても有用である
と考えられる。
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表1 各社 ICMの比較
各社とも複数レンジの感度調整とP波まで詳細に認識できる。

Reveal LINQ
（Medtronic）

Confirm RX
（Abbott）

BIOMONITOR 3 m
（BIOTRONIK）

感度 6段階
（mm/mV表記なし）

自動ゲイン（標準）
5.0 mm/mV 2.5 mm/mV
15.0 mm/mV 5.0 mm/mV
25.0 mm/mV 10.0 mm/mV
50.0 mm/mV 25.0 mm/mV
100 mm/mV 50.0 mm/mV
200 mm/mV

キャリパー機能 なし あり なし

波形の比較例

標準 標準（12.5 mm/mV） 標準（5.0 mm/mV）

×6（2段階up） ×4（50.0 mm/mV） ×5（25.0 mm/mV）
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